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Description パネルディスカッション



パネ、 ルディスカッション 

ジャーナリストが 見た激動の日本 
一急進変化したこの 1 0 年 一 

一誰も予測できないこれからの 1 0 年 一 

馬場錬成 ( 東京理科大学知財専門職大学院教授Ⅰ科学ジャーナリスト / 奉読売新聞論説委員 ) 

ジャーナリストが 見た激動の日本 

一 急進変革したこの w0 年 一 

一 誰も予想できないこれからの W0 年 一 

研究・技術計画学会 

2005 年 10 月 22 日 ( 土 ) 

，馬場錬成 ( 元読売新聞論説委員 ) 
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佐藤内閣、 美海部知事、 大学紛争、 3 億 
円卓 件 、 月面着陸，東名高速、 大阪 万 

70 年 1,9788  博 、 ニクソンショック、 浅間山荘事件、 札 
幌 オリンピック、 オイルショ・ ソク 、 ノーベル 
平和賀、 ベトナム戦争終結 

社会部 

 
 

株価 5 千円 代 
77 年 ) 、 1 万 

臼伏 (84 年 ) 
80 年 9 Ⅰ 848 

福田内閣、 ロッキード事件、 200 海里 宜 
宙 、 日本赤軍ハイジ ャ ・ ソク 事件、 成田空 

港 、 第二次オイルシ 王 ソク、 レーガン大統 
領 、 中曽根内閣、 消仮枕、 大韓航空機 
事件、 日航ジャンボ 機墜落 

科学部 

38,915 円 (89 テ エ ルノフイリ原発ヰ 故，ブラックマンデ 
年 ).90 年 2 万 イ、 ソ連崩壊、 リクルート事件、 昭和天皇 
月割れ 崩御，ゴルバチョフ 大統領、 湾岸戦争、 
90 年 24.706  細川、 羽田、 村山内閣、 毒ガスサリン 事 
  件 、 阪神大口 災 

解説部 

3 億円事件、 大学 
紛争，オイルショ ツ 

  

  
200 海里貫首、 が 
ん 研究、 スペース   

シ ャト / レ 飛行， @ ソ 

  
チェルノフイリ 事 
故 、 ノーベル 宜 

フ オーラム， C 型肝 
炎 、 阪神大度 災 

世の中の動きが 急進的に変革し 
てきたのは 90 年代からだ 

n( 情報技術 ) ィヒ によって、 技術革新が 

急速に進んで 世の中すべてが 急速に変化 

90 年代から受けた 3 つのショック 
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  @ 後のもの作りを 変えた技術革新 l 
    

技術革新の内容 発明した人実用化で 貢献した人 
放電加工 機 コシア 人 日本人 

  NC 工作機械 アメリカ人 日本人 

光造形装置 日本人 アメリカ人 

番外・質量分析装置 日本人 ドイツ人 

で
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第 Ⅰの ショ ・ ソク 

急進変革したもの 作りの現場 
    

INCS 社長・山田真次郎氏との 出会い 

もの作りの基本的流れ 
企画づ設計 づ 試作づ金型 づ 量産 

Ⅱ化による一気通 貫 

CAD.CAM.CAE. 試作・金型・ 量産 
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爆発的な生産効率の 実現 

  インクスがやっていること   
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第 2 の ショ，ソク 
中国で見たⅡ産業革命の 現場 

  
産業革命は ， 

不均衡 (imbalance) で進む 、 

中国の生活実態に 見た 

王 mba Ⅰ anCe 
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第三次産業革命の 勃発 

1990 年代から始まった 第三次産業革命 

産業革命を起こすツール 

第一次 蒸気機関 
第二次 電気・石油 

第三次 I T  ( 情報技術 ) 

技術移転のタイムラバ 

第一次産 案 革命 

1769 年 ニ ワットの蒸気機関の 改良。 

飛躍的に効率のいい 紡績業が発展した。 

1875 年 = 明治 5 年に、 群馬県富岡に 建設された富岡 

製糸 場 であ った。 

ワットの蒸気機関改良から 106 年後であ る 

第二次産業革命 

1903 年ニフォード 社を設立して 自動車の大量生産に 
成功。 
1935 年 二 豊田喜一郎氏が 自動車の第 1 号を完成。 

フォードから 遅れること 35 年であ る 
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日ホ と 中ロ の パソコン甘皮 率                           

80 

60 

40 

20 

  
  1995 2000 2001 2002 2003 2004 2010 2015 2020 

日本 l5.6 38.6 50 ．Ⅰ 57.2 63.3 65.7 

中国の都市部 9.2 l3-3 20 ． l 27.8 33. Ⅰ 

「
 

    

出典 : 総務省「 桔報 近信自Ⅰ」、 中国 枯報局 「中国Ⅰ白田」 
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l995  2000  200@  2002  2003  2004  20]0  20l5  2020 

日本 Ⅰ 0.6 75.4 75.6 86.l 93.6 9l.l 

中国の都市部 19.5     62.9 90 ・Ⅰ Ⅰ l Ⅰ・ 4 

出典 : 総務省「 拍報 通信自 丑 」、 中国 柑報局 「中日Ⅰ自名」 
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日本と中口の 拐帯Ⅰ 話 加入社数の推移 

万台 
40000 

35000 

30000 

25000 

20000 

15000 

10000 

5000 

0 

出典 : 機務 牛 「 柑 親近信自 ヰ J 、 中国 臆報局 「中日Ⅱ白手」 

  

一日本 4- 中国 

第 3 のショック 

知財立国への 急進展開 

知的財産 ( 知財 ) 立国は ， 
2002 年の年明けから 始まった。 

2002 年「同 10 日 保岡興治代議士の 電話 

2002 年 1 同 28 日 自民党政務調査会での 発言 

2002 年 2 月 4 日 小泉首相の施政方針演説 
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2002 年から始まった 

知財立国への 取り組み 
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0 2 年 2 月 

3 月 

7 月 

l l 月 

0 3 年Ⅱ同 

3 月 

7 月 

0 4 年 7 月 

0 5 年 6 月 

小泉総理 施政方針演説 

知的財産戦略会議 発足 

知的財産戦略大網 決定 

知的財産基本法 成立 

小泉総理 施政方針演説 

知的財産戦略本部 発足 

知財推進計画 決定 

「推進計画 2004 」の策定 

「推進計画 2005 」の策定 

 
 

 
 

知識社会を迎えた 時代認識 

 
 

* 知識社会、 知識経済社会、 非必要経済社会 

いま 現に私たちが 生活しているこの 社会を指す 

* 必需品などの 物質的な充足 

人々はより高度な 品質 より快適な生活環境と 社会 

より安全な社会と 国家 刺激的でより 豊かな感性を 

求めるようになっている。 

* この人々の需要に 応えるために 

より高度な産業技術、 より深くよりきめ 細かい専門性サービス、 

より高度で専門的な 企画、 研究開発、 製品の製造 法 、 各種サービス 業   
と行政サービスなどが 求められるようになる。 
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ヒ会 現象から見た 知識社会の一つの 断面を列挙すると 次のような 

項目が挙げられる。 
①産業別シェアが 三次産業型になってきた。 
②知識への投資が 増えてきた。 知的財産の創出、 保護、 活用 
はその 1 っ であ る。 

③研究開発の 経費あ が巨大化し、 技術サイタルが 短縮されて 

きた。 
④イノベーションはほぼ 同時に開始され、 名吉果も同じになっ 

てきた。 激越な技術競争になってきた。 
⑤高齢化が進み 労働力人口が 減ってきた。 
⑥商学歴化が 進み、 社会人の大学院生が 増えてきた。 
⑦専門的・技術的・ 保安・サービス・ 管理的な職業が 増えて 
きた。 
⑧女性研究者の 活用が増えてきた。 
⑨企業は テ レッジマネージャーを 求めるようになってきた。 
⑩高いレベルの 外国人研究者が 増えてきた。 

知識社会を迎えて 
どのような日本にするべきか 

キャッチアップに 連進 した日本 

21 世紀はどのような 国にするのか 

100 年間の成長率 日本がⅠ 位 
1900-99 年の ]00 年間の国民Ⅰ 人 当たりの 

実質経済成長率は 日本が 1660% で 1 位。 

2 位ノルウェー (1090%  ) 

3 位 : フィンランド (]0]0%  ) 

4 位 : イタリア (910%) 

[14 位 : 米国 (530%  八 20 位 : 英国 (290%  )] 
1999.11 Ⅰ 6 付け朝日新田 
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これから W0 年先を予測すると 

どうなるか 

1995 年当時， 10 年先の 2005 年を予想できた 人は 
世界に い たか ? 

予想した人がいがいとなれば‥‥・ 

これから先の w0 年の   

需要の予想はできない ? 

技術革新は予想を 超える ? 

中国の時代とど う 付き合うのか ? 
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